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市民一人あたりのお金の使い道

一 般 会 計

市民一人あたりの
市税負担額
119,574円

議会運営経費 高齢者や児童の福祉など 農林業の振興

防災・減災対策、徴税、
選挙など 予備費として

環境・保健衛生など 商工業・観光振興など

6,543円 173,183円 11,694円

211,737円 38,201円 9,256円

道路・橋・公園の整備
など

学校の充実や文化・
体育振興

消防・救急活動 借入金の返済

37,794円 61,278円

17,055円 40,060円
もしもの時の
1,085円

※「市民一人あたりの市税負担額」および「市民一人あたりのお金の使い道」は
　令和2年3月1日の市の住民基本台帳登録人口数（27,645人）で除して算出しています。

主な会計である一般会計の予算規模は、前年
度比32億6,300万円（24.1％）増の過去最
大となる168億500万円です。特別会計と上
水道及び病院事業会計とを加えた総額は、31
億3,015万4千円（11.9％）増の293億8,524
万円となります。

一般会計予算額
168億500万円

企業会計 41億8,231万円
特別会計 83億9,793万円

未来につながる２つの投資　
―  令和 2年度当初予算  ―

自主財源
8,707,694
51.9%

依存財源
8,097,306
48.1%

市税
3,305,640
19.7%

寄付金
3,500,000
20.8%

繰入金
1,476,913
8.8%

地方交付税
3,370,000
20.0%

国庫支出金
1,674,789
10.0%

県支出金
1,089,727
6.5%

市債
1,216,300
7.2%

地方譲与税等
746,490
4.4%

歳入合計
16,805,000
（千円）

分担金及び負担金等
425,141　2.6%

歳出合計
16,805,000
（千円）

義務的経費
5,996,101
35.7%

投資的経費
1,512,215

9.0%

その他
9,296,684
55.3%

人件費
2,609,348
15.5%

扶助費
2,279,303
13.6%

公債費
1,107,450
6.6%

普通建設事業
1,512,215
9.0%

物件費
2,447,317
14.6%

補助費等
2,994,511
17.8%

繰出金
1,872,606
11.1%

維持補修費等
1,982,250
11.8%

まちの魅力と活力を生み出す投資
持続可能な自治体経営への投資
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◇観光施設整備事業　２，１００万円

　地ノ島に完全自己処理型のトイレを設置し、来島者の

　満足度等の向上を図る

◇三世代定住等支援事業　５００万円

　子ども世帯が親世帯と同居・近居することを促進する

　ため、住宅取得等の費用に補助を行う

◇移住交流促進事業　８２９万円

　移住交流拠点施設「くらしちゃる矢櫃」を活用した事

　業等を実施するとともに、観光ビジネスプランを策定

　し、矢櫃地区の交流人口及び移住者の増加につなげる

◇市民水泳場管理運営事業　８，７５０万円

　７月にオープンする屋内新水泳場「えみくるＡＲＩＤＡ」

　の運営にミズノのノウハウを活用し、市民の健康増進と

　スポーツ振興を図る

◇新都市公園整備事業　２億１，８００万円

　市民の健康増進に寄与し、交流の場所となる総合運動施

　設をめざしてえみくるＡＲＩＤＡに併設した新都市公園

　を整備

◇統合中学校建設事業　２億２００万円

　箕島中学校の敷地に統合中学校の校舎等を新築するため

　の設計費用

◇学校図書購入事業　１，９６４万円

　学校司書の配置のほか、児童生徒一人あたりの図書購入

　費を増額し、読書環境の充実を図る

◇市民体育館空調設備整備事業　１億６７９万円

　エアコンを新設し、避難施設としての機能の向上と、体

　育施設としての安心で快適な利用環境を整備

◇デジタル防災行政無線施設整備事業　７，９３２万円

　デジタル化整備による迅速かつ的確な広報を行うことで、

　市民の安心安全の提供を図る

…新規 …拡充

※えみくるＡＲＩＤＡについて、P.11もあわせてご覧ください。

▲地ノ島 ▲くらしちゃる矢櫃

▲有田市認定みかん

▲令和元年度認定みかんジュース

拡

新

新

新

新

誇りある産業を次世代へ

新

新 観光振興、イノベーション創出

拡

拡

新 拡

教育環境の充実

健康増進

安全安心

◇活気あふれる箕島漁港プロジェクト　９１０万円

　４月末にオープンする新鮮市場「浜のうたせ」のＰＲ

　費用などに補助を行い、新たな人の流れの創出と地域

　産業の振興を図る

◇原産地呼称管理事業　６９６万円

　公的部門が認定・管理することで、消費者に安心・信

　頼を与え、有田みかんのブランド力向上をめざす

◇地域ブランド推進事業　７４４万円

　特産品の販売促進、市内事業所の自立的な販路拡大支援

◇地域特産品等広報事業　１５億７，５００万円

　ふるさと応援寄付金制度を活用して地域特産品の知名

　度向上、販路及び消費の拡大を図る

新

拡

拡

拡

「和歌山・有田市」という地名を連想するだけでなく、市
内４中学校がひとつになり、和やかで豊かな学びのある
学校であってほしいという願いが込められています。

新中学校の名称が決定しました
「有田市立 有和（ゆうわ）中学校」


